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1994年～2013年の間､ 毎年平均して２億1800
万人の人々が自然災害による影響を受けている
と言われている (CRED&UNISDR, 2015)｡ 自然災
害の影響は､ 家の倒壊や人々の生活を脅かし､
人々は住み慣れた場所から別の場所に移転 (以
下､ リロケーション) を余儀なくされる｡ それ
ゆえにリロケーションは､ 子どもから高齢者､
家族に至るまで様々な影響を及ぼすことが報告
されている (Badri, Asgary, Eftekhari.,et al.,
2006；Mortensen, Wilson and Ho, 2009；Najarian,
Goenjian and Pelcovitz., et al.1996)｡
国連難民高等弁務官事務所 (UNHCR) をはじ
めとする諮問機関は､ ｢Human Mobirity in the






A literature review on the post-disaster
relocation and care of the elderly in overseas countries
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 
本研究の目的は､ 海外文献検討を通して､ グローバルな視点から災害後の高齢者のリロケーションケアを抽出し､ 今
後､ 取り組むべき支援の方向性を明らかにすることである｡ 文献は､ CINAHL Complete/MEDLINE Completeを用いて検索
し､ ｢relocation AND disaster｣､ Englishで探索した結果､ 182文献であった｡ 182文献を確認し､ 27文献に焦点をあて






We conducted an overseas literature review with the aim of accumulating knowledge on the post-disaster
relocation and care of the elderly from global perspectives and identifying future issues. Using“relocation"
and“disaster" as key words, we searched for articles in CINAHL Complete and MEDLINE Complete, and 182
articles were extracted. Of these articles, 27 were used for analysis. As the results, the following were
extracted concerning the post-disaster relocation and care of the elderly performed in overseas countries:
[specialized care provided based on the characteristics of the elderly], [reduction of the burden of the
relocation and protection of the elderly during evacuation], [acquisition and provision of methods of
transmitting information], [provision of sustainable support], [encouragement towards the rebuilding of
lives], and [respect for the culture and beliefs]. The results showed the need to develop educational
programs or support tools for the post-relocation and care of the elderly that are based on Japanese culture,
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Cummings and Sinclair .,et al.2007)｡ 一方で､
高齢者は身体障害や低い学歴と収入による災害
への準備性の低下 (Al-rousan, Rubenstein,
Wallace, 2014)､ 加齢による身体変化､ 薬物療
法などの代償性反応の低下に伴う健康問題の気







Pines L, 2009)､ 高齢者に特化した内容とはい















文献は､ データベースCINAHL Complete/ MEDLINE
Completeを用いて検索し､ 収録年数を限定せず































































示されていた (Cloyd & Dyer, 2010；Somes &
Stephens Donatelli, 2012)｡ 高齢者は慢性疾患
を抱えていることもあり､ 慢性疾患のケアが継
続できるように適切な地元病院に照会すること
(Ridenour, Cummings and Sinclair.,et al,
2007) や､ 慢性疾患が及ぼす急性疾患への複雑






(Cacchione, Willoughby and Langan.,et al,
2011)｡ ｢潜在的な健康問題に関する継時的なア
セスメント｣ には､ 自然災害後の細やかな生活
状 況 の 確 認 (Cacchione, Willoughby and
Langan.,et al, 2011)､ 代償不全の高齢者の状
態を把握するための頻繁な再評価の実施
(Donatelli & Somes, 2012)､ 災害の数週間後に
発症する症状への準備 (Rhoads & Clayman, 2008
; Cacchione, Willoughby and Langan.,et al,
2011)､ 医学的処置の必要性に関するアセスメン
ト (Laditka , Laditka and Xirasagar.,et al,
2008)､ 災害前後のトリアージシステムの活用
(Cloyd & Dyer, 2010) といった起こりうる健康
リスクを想定した上で対応していることが示さ
れていた｡ ｢補助具の調整｣ には､ 高齢者が使
用している総義歯や眼鏡の調整 (Ridenour,








択｣ ｢移動の最小化｣ ｢自発的意向の確認｣ が抽出
された｡
｢脆弱な高齢者の見極め｣ には､ 医学的､ 精神
的､ 金銭的､ 社会的ニードが必要な高齢者のアセ
スメントを行うチーム (SWIFT) (Gray-Graves,
Turner and Swan, 2011) の介入が示されていた｡
さらに､ ｢リスクを見定めた避難タイミングの決定｣
では､ 避難するタイミングを見極め (Dobalian,
Claver and Fickel, 2010)､ 適切な場所が確保さ
れる間は移動を引き留め (Somes & Stephens
Donatelli, 2012)､ 身体的状態を踏まえて避難命
令の決定 (Claver, Dobalian and Fickel.,et al,
2013) を行っていた｡ ｢安定した避難場所の選択｣
には､ 安定した設備がある場所への避難 (Hyer,




Brown and Hyer, 2012) が示されていた｡ ｢移動の
最小化｣ には､ 移動負担の少ない時間帯やルート
の選択 (Hyer, Polivka-West and Brown, 2007)､




的な登録簿の支援 (Gray-Graves, Turner and
Swan, 2011) や移転先の自己決定を促すこと













van der and Grievink.,et al, 2007)､ EMR (電
子医療記録システム) を使用した情報の活用
(Dobalian, Claver and Fickel, 2010)､ 医療や
高 齢 者 の 安 全 を 発 信 す る 資 源 の 必 要 性
(Donatelli & Somes, 2012) が示されていた｡
｢受け入れ施設との調整｣ では､ 受け入れ先の
利用可能なベッドやスタッフの確保 (Dobalian,
Claver and Fickel, 2010)､ 医療従事者間にお
ける資源配分の調整 (輸送､ 発電機､ スタッフ
など) (Hyer, Polivka-West and Brown, 2007)､
避難時の異なる施設への明確なコミュニケーショ
















薬､ 保健衛生項目､ 輸液､ バッテリーなど)






を認可するシステムの考案 (Bame SI.et al.,
2012) ､ 種々のサービスへのアクセス支援
(Rhoads & Clayman, 2008)､ 救済活動プログラ
ムに関する情報提供 (Rhoads & Clayman, 2008)
が示されていた｡ ｢援助が必要な高齢者の保護｣
には､ 地元緊急マネージメントエージェンシー
との高齢者の保護 (Christensen, Brown and
Hyer, 2012)､ 家族のいない高齢者や代償不全
にある高齢者への援助 (Donatelli & Somes,
2012) が示されていた｡ ｢継続的なニーズの洗
い出し｣ には､ 緊急シェルター閉鎖後のニーズ
を把握し (Bame, Parker and Lee.,et al, 2012)､
戸別訪問のアプローチ (Gray-Graves, Turner












す る 質 問 に 対 し て 率 直 に 返 答 す る こ と
(Cacchione, Willoughby and Langan.,et al,
2011) が示されていた｡ そして､ ｢日常の平常
化に向けた取り組み｣ として､ インフォーマル
サポートネットワークによるケアの供給
(Rhoads & Clayman , 2008; Cacchione, Willoughby
and Langan.,et al, 2011) や家族とのコミュニケー
ションの保証 (Laditka , Laditka and Xirasagar.,et
al, 2008) ､ 通常のライフスタイルの保護
(Donatelli & Somes, 2012) が示されていた｡
また､ 災害後､ 虐待や詐欺から高齢者を保護す
る (Cloyd & Dyer, 2010) といった ｢二次的被
害からの保護｣ が示されていた｡ ｢精神的健康
問題の予測｣ には､ 精神的健康問題のトリアー
ジ (Brown LM, 2007)､ 家族や社会的サポートの
分離が及ぼす影響の検討 (Claver, Dobalian
and Fickel.,et al, 2013) が示されていた｡
｢自然な感情の受け止め｣ には､ 喪失と深い悲
しみに対処できるよう精神的ケアの訪問
(Laditka , Laditka and Xirasagar.,et al, 2008)
やフラストレーション・痛み・怒りに関連した
自然な反応の受け止め (Rhoads & Clayman , 2008)､
災害後の長期間にわたる避難者の精神衛生のニー
ズへの対応 (Laditka, Laditka and Xirasagar.,et




Fraser and Fulkerson.,et al, 2011)､ 珍しい
環境と心理的対立への調整 (Bland, O'Leary
and Farinaro.,et al, 1997) が示されていた｡
｢心理的サポートプログラムの提供｣ には､ 心
理的なリハビリプログラム (Bland, O'Leary
and Farinaro.,et al, 1997) やカウンセリング
を含めた精神衛生サービスの提供 (Ridenour,




富な戦略を持っており (Hrostowski & Rehner,
2012)､ トラウマの記憶をもとに無力的な感情









る人もみられ (Laditka, Laditka and Xirasagar.,et
al, 2008)､ その人の背景に応じて ｢文化に配慮
した食事の提供｣ を行うことが求められる｡ さ
らに､ ｢中心的な信念の理解｣ には､ 高齢者の
文化や宗教を優先 (Gray-Graves, Turner and Swan,
2011) させ､ その人のもつ中心的な信念を理解
すること (Bland, O'Leary and Farinaro.,et
al, 1997)､ 宗教に基づいて否定的な事象を受
け入れる強さがあることが示されていた (van,



























る国内文献レビュー (渡邊, 野嶋, 2015) は､
医学中央雑誌を用いて､ ｢災害｣ ｢リロケーショ




















































える｡ 我が国では､ 災害派遣医療チーム (DMAT)
や災害派遣精神医療チーム (DPAD)､ 災害派遣


















































土政策局, 2014) やテレナーシング (亀井,




















































らの支援は､ 国内文献レビュー (渡邊, 野嶋,
2015) で明らかになった＜精神的ケア＞や＜生
活再建に向けた原動力の促進＞とも関連する｡





(エンパワーメント) が示されている (東野, 2
















尊重】は､ 国内文献レビュー (渡邊, 野嶋,













組み (Kondo, Minami, and Kanbara.,et al.2015)
や災害に関する防災マニュアルなど外国人に対
する減災教育や避難所における配慮はされてい



















(神原, 山本, 南, 2010)｡ すなわち､ 文化的認





























Group on Climate Change and Human Mobility, 2015)｡
また､ 国内避難民の保護 (IDPs) に必要な４つ
の条件には､ ①長期の安全､ 動きの安全管理と
自由､ ②適切な食物､ 水を含め､ 適切な生活水
準､ 住宅､ 医療と基本的な教育､ ③雇用へのア
クセスと暮らし､ ④住宅､ 土地と不動産の復旧
あるいは保障に提供する効果的なメカニズムへ
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